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（訂正）平成１９年３月期 決算短信の一部訂正のお知らせ 

 

 
 本日、平成１９年５月２日に発表いたしました「平成１９年３月期 決算短信」の記載内容の一部に誤

りがありましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所は、下線にて表示しております。 
なお、この訂正による「平成１９年３月期 決算短信」1 ページ ３．平成２０年３月期の連結業績予想

の数値の訂正はありません。 
 

記 

 
「平成１９年３月期 決算短信」の訂正箇所 
・４ページ １ 経営成績（4）次期の見通し 
 
【訂正前】 
(4) 次期の見通し 
 今後の見通しといたしましては、米国経済の減速、金利の上昇等懸念材料はあるものの、景気動向は緩

やかな拡大基調が持続するものと見込まれます。  
 しかしながら、建設業界におきましては、民間設備投資の需要はあるものの、公共建設投資は減少傾向

が続き、価格面への影響も懸念され、受注環境は更に厳しさが増すものと予想されます。  
 このような見通しの中、当社グループは３ケ年計画「Ｓｔｅｐ Ｕｐ ２００７」の最終年度を迎え、今

後も収益重視の方針の下、業界環境の変化に対応しながら受注強化に努め、より一層の収益力および財務

体質の強化を図り、安定的な成長・発展に努めてまいります。  
 以上により、通期の業績につきましては、売上高２２３億円、経常利益８億１千万円、当期純利益５億

４千万円を見込んでおります。 
 
 
【訂正後】 
(4) 次期の見通し 
 今後の見通しといたしましては、米国経済の減速、金利の上昇等懸念材料はあるものの、景気動向は緩

やかな拡大基調が持続するものと見込まれます。  
 しかしながら、建設業界におきましては、民間設備投資の需要はあるものの、公共建設投資は減少傾向

が続き、価格面への影響も懸念され、受注環境は更に厳しさが増すものと予想されます。  
 このような見通しの中、当社グループは３ケ年計画「Ｓｔｅｐ Ｕｐ ２００７」の最終年度を迎え、今

後も収益重視の方針の下、業界環境の変化に対応しながら受注強化に努め、より一層の収益力および財務

体質の強化を図り、安定的な成長・発展に努めてまいります。  
 以上により、通期の業績につきましては、売上高２２２億円、経常利益８億１千万円、当期純利益５億

４千万円を見込んでおります。 
 

以 上 


